


コーポレートアイデンティティ（CI）

●福井信用金庫の概要（令和8年3月31日）
昭和5年8月
福井市田原2丁目3番1号
8,242億円
3,942億円

業務報告書の計数は、原則として単位未満を切り捨てのうえ表示しており、合計が合わない場合が
あります。

創　　　立
本店所在地
預 金 積 金
貸　出　金

店　 舗　 数
常勤役職員数
会　 員　 数
普通出資金

35店舗
544人
48,629人
2,354百万円

私たちには、お客さまからの信頼にお応えし、
地域に貢献するための3つの基本方針があります。

一、ふくしんは、 健全性の向上とお客様第一主義の
　 経営に徹し信頼される金融機関を目指します

一、ふくしんは、 中小企業の育成・発展と地域の皆様の
　 豊かな暮らしの実現に努めます

一、ふくしんは、 社会貢献活動や文化支援活動の実践を
　 通じて地域活性化の支援に取り組みます

経 営 の 基 本 方 針ご あ い さ つ

と も に 未 来 へ

　「Fukushin（ふくしん）」
の“F”を船の帆に見立てた
マークになります。“F”に
は「Future（未来）」の意
味も込められており、日々
刻々と変化する風（環境）
の状況をとらえながら、そ
れを推進力に変えて未来へ
と進んでいくさまを表現し
ております。

　なお、イメージカラーの青は「信頼・誠実」、
緑は「成長・安心」、赤は「情熱・エネルギー」
をイメージしています。

　当金庫は、信頼度・密着度・好感度
第一位の金融機関を目指しております。
　このスローガンには、「当金庫が地
域の皆さまと強固な信頼関係を築きな
がらともに成長し、豊かな未来に向か
って情熱的に取り組んでいく」という
想いが込められております。

『ともに未来へ』
(together toward the future)

当金庫はこのＣＩに基づき、地域金融機関としての使命と責任を
より一層果たしてまいります。

（ブランドマーク） （スローガン）

理事長

平素は福井信用金庫に対しまして格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申
し上げます。
ここに謹んで第９７期（令和７年度）の事業概要と決算の状況をご報
告申し上げます。
令和７年度のわが国経済は、社会構造の大きな変革期の一年と、振

り返ります。好調な内需による企業収益の確保、一部に不足感はみら
れますが設備投資の維持、賃金上昇や雇用拡大による個人消費の復
調等、全体としては緩やかな回復基調を呈しました。福井県におきまし
ても、一昨年の北陸新幹線開業後の県内全域の活性化はもとより、数
多くの企業体に対して、持続可能な経済成長への効果的な礎をもた
らせております。
一方、今般の中東情勢の緊迫化は日本経済の先行きに不透明感を
与えており、原油価格の高騰・物流停滞等の状況が、事業運営に深刻
な影響を及ぼしております。企業を取り巻く経営環境の厳しさに加え、
地政学的リスクの高まりに対し、当金庫では企業への効果的なサポー
ト態勢の強化、資金繰り支援、課題解決へのソリューション提供等、柔
軟な対応にて取り組んでまいります。多様化する経営課題への対策
を担う福井信用金庫としての役割は、殊に重要であると認識しており
ます。
迎えた令和８年度は、経営基盤のさらなる強化にて、地域に根差し

た営業展開の充実に努め、持続可能な地域社会の実現に貢献してま
いります。
今後とも、より一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。

令和８年６月１２日
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●年金受給件数の推移
（件）
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　預金積金につきましては、個人向けを中心に定期預金増
強に努めたものの、8,242億円となりました。

貸出金につきましては、事業性融資の獲得や職域セールス
強化に加え、地公体融資も増加した結果、3,942億円となり
ました。
●貸出金残高の推移

預 金 積 金 の 状 況 貸 出 金 の 状 況

令和7年3月末 令和8年3月末

8,242

令和6年3月末

8,3578,321
3,8853,850



●年金受給件数の推移
（件）

0

令和7年3月末

●金額階層別先数構成

●業種別貸出金構成

令和8年3月末

令和8年3月末

令和6年3月末

61,444

令和8年3月末

5,000万円以上1億円未満2.16％

卸売・小売業
6.84％

建設業
5.15％

製造業
6.45％

個人
34.61％

サービス業
11.68％不動産業

9.90％

その他
25.35％

62,000

61,500

61,000

60,500

60,000

59,500

59,000

61,462
61,063

500万円以上
1,000万円未満
11.54％

1億円以上 1.86％

100万円未満
28.40％

100万円以上
500万円未満
29.14％

1,000万円以上
5,000万円未満
26.87％

●預金積金残高の推移
（億円）

0

8,000

7500

8,500

0

3,000

2,000

4,000

令和7年3月末

（億円）

令和8年3月末

3,942

令和6年3月末

　預金積金につきましては、個人向けを中心に定期預金増
強に努めたものの、8,242億円となりました。

貸出金につきましては、事業性融資の獲得や職域セールス
強化に加え、地公体融資も増加した結果、3,942億円となり
ました。
●貸出金残高の推移

預 金 積 金 の 状 況 貸 出 金 の 状 況

令和7年3月末 令和8年3月末

8,242

令和6年3月末

8,3578,321
3,8853,850



（百万円）
12,500

10,000

7,500

5,000

2,500

0

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

当期純利益経常収益

●預かり資産残高
生命保険・損害保険
投資信託
国債

（億円）

0

100

200

300

400

500

経常収益は、貸出金利息の増加などにより資金運用収益
が増加したことから、前期比13億18百万円増加の111億
59百万円となりました。
一方、当期純利益は、前期比1億65百万円減少の12億95
百万円となりました。

預かり資産残高は、前期比35億55百万円増加の629億
62百万円となりました。
投資信託は、総じて堅調に推移した株式相場を背景とし

た株型ファンド等の販売により、前期比26億3百万円増加
の128億70百万円となりました。
生命保険・損害保険は、円金利の上昇に伴う円建て生命
保険等の販売により、前期比3億93百万円増加の442億
65百万円となりました。
国債は、円金利の上昇に伴う販売により、前期比5億59
百万円増加の58億26百万円となりました。

純資産は、当期純利益の積み上げなどにより会員勘定合
計が増加したものの、その他有価証券評価差額金が減少し
たことから、前期比71億22百万円減少の424億55百万円
となりました。
また、出資金の期末残高は、43億54百万円（普通出資金
23億54百万円、その他の出資金20億円）となっておりま
す。
なお、当期の普通出資配当率は、年2％とさせていただき
ます。
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　自己資本額は、利益の積み上げなどにより、前期比9億
76百万円増加の580億15百万円となりました。
　自己資本比率は、自己資本額が増加したことに加えリス
ク・アセット額が減少したことから、前期末に比べ0.37ポイ
ント上昇の16.71％となりました。
　なお、国内基準の４％を大きく上回っており、高い水準を
維持しております。

　信用金庫法及び金融再生法上の不良債権は、令和7年3
月末に比べ8億21百万円減少し、198億14百万円となりま
した。不良債権に対する保全状況は担保・保証等による保
全額が171億26百万円あり、保全率は86.43％となってお
ります。
　また、保全されていない部分につきましては、自己資本
額５8０億15百万円でカバーされており、健全性は十分確保
しております。

（百万円）

（百万円）

●信用金庫法及び金融再生法に基づく不良債権及び保全状況

保全額  17,126

令和8年3月末

自己資本額
58,015百万円

100
総資産（リスク・アセット）
347,048百万円

●自己資本比率の算出方法

自己資本比率

16.71％

「リスク・アセット」
金融機関が保有する資産のうち、リスクを有する資産（貸出金や有価証券など）に、
リスクの大きさに応じて掛目を乗じ、再評価した資産金額のことであります。

自 己 資 本 の 状 況 信用金庫法及び金融再生法に基づく不良債権

不良債権  19,814

8,097 10,828 888

貸倒引当金
 6,119

担保・保証
11,006

自己資本額58,015

正常債権
94.98％

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

2.04%

危険債権
2.73％

要管理債権
（三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権）

0.22％ 
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ント上昇の16.71％となりました。
　なお、国内基準の４％を大きく上回っており、高い水準を
維持しております。

　信用金庫法及び金融再生法上の不良債権は、令和7年3
月末に比べ8億21百万円減少し、198億14百万円となりま
した。不良債権に対する保全状況は担保・保証等による保
全額が171億26百万円あり、保全率は86.43％となってお
ります。
　また、保全されていない部分につきましては、自己資本
額５8０億15百万円でカバーされており、健全性は十分確保
しております。

（百万円）

（百万円）

●信用金庫法及び金融再生法に基づく不良債権及び保全状況

保全額  17,126

令和8年3月末

自己資本額
58,015百万円

100
総資産（リスク・アセット）
347,048百万円

●自己資本比率の算出方法

自己資本比率

16.71％

「リスク・アセット」
金融機関が保有する資産のうち、リスクを有する資産（貸出金や有価証券など）に、
リスクの大きさに応じて掛目を乗じ、再評価した資産金額のことであります。

自 己 資 本 の 状 況 信用金庫法及び金融再生法に基づく不良債権

不良債権  19,814

8,097 10,828 888

貸倒引当金
 6,119

担保・保証
11,006

自己資本額58,015

正常債権
94.98％

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

2.04%

危険債権
2.73％

要管理債権
（三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権）

0.22％ 
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科　　　　　目

資 産 の 部 合 計 870,369

金　　　  額
（  資 産 の 部  ）

現 金
預 け 金
買 入 金 銭 債 権
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
 国 債
 地 方 債
 社 債
 株 式
 そ の 他 の 証 券
貸 出 金
 割 引 手 形
 手 形 貸 付
 証 書 貸 付
 当 座 貸 越
そ の 他 資 産
 未 決 済 為 替 貸
 信 金 中 金 出 資 金
 前 払 費 用
 未 収 収 益
 そ の 他 の 資 産
有 形 固 定 資 産
 建 物
 土 地
 建 設 仮 勘 定
 その他の有形固定資産
無 形 固 定 資 産
 ソ フ ト ウ ェ ア
 その他の無形固定資産
前 払 年 金 費 用
繰 延 税 金 資 産
債 務 保 証 見 返
貸 倒 引 当 金
（うち個別貸倒引当金）

科　　　　　目

負債及び純資産の部合計 870,369

金　　　  額
（  負 債 の 部  ）

9,321
216,257

15
3,316

238,096
71,307
11,474
89,304
1,368
64,642
394,212

387
6,540

358,802
28,481
8,378
126
6,677
87

1,260
225

4,770
1,360
2,539
263
607
130
103
27
917
874
452

△ 6,374
△ 6,094

預 金 積 金
 当 座 預 金
 普 通 預 金
 貯 蓄 預 金
 通 知 預 金
 定 期 預 金
 定 期 積 金
 そ の 他 の 預 金
借 用 金
 借 入 金
そ の 他 負 債
 未 決 済 為 替 借
 未 払 費 用
 給 付 補 塡 備 金
 未 払 法 人 税 等
 前 受 収 益
 払 戻 未 済 金
 払 戻 未 済 持 分
 職 員 預 り 金
 資 産 除 去 債 務
 そ の 他 の 負 債
賞 与 引 当 金
役 員 賞 与 引 当 金
役 員 退 職 慰 労 引 当 金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
債 務 保 証
負 債 の 部 合 計
　　 （ 純 資 産 の 部）　　 
出 資 金
 普 通 出 資 金
 そ の 他 の 出 資 金
利 益 剰 余 金
 利 益 準 備 金
 そ の 他 利 益 剰 余 金
  特 別 積 立 金
  当 期未処分剰余金
会 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金
評 価・換 算 差 額 等 合 計
純 資 産 の 部 合 計

824,290
22,251
395,628
1,599
3,052

380,821
14,703
6,234
68
68

2,328
153
847
9

320
88
18
2

240
18
630
402
13
258
9
88
452

827,913

4,354
2,354
2,000
54,162
4,372
49,789
34,237
15,552
58,516

△16,060
△16,060
42,455

（令和8年3月31日現在） （単位：百万円） （単位：百万円）貸借対照表

（注）平成28年6月30日に協同組織金融機関の優先出資に関する法律（平成5年5月12日公布法律第44号）
　　　第15条第1項第1号の規定に基づき、発行済優先出資の全額を消却しております。
　　　優先出資の消却を受け、優先出資金20億円をその他の出資金に振り替えて計上しております。

（ ）
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貸 倒 引 当 金
（うち個別貸倒引当金）

科　　　　　目
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387
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358,802
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8,378
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1,260
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4,770
1,360
2,539
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452

△ 6,374
△ 6,094

預 金 積 金
 当 座 預 金
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 貯 蓄 預 金
 通 知 預 金
 定 期 預 金
 定 期 積 金
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借 用 金
 借 入 金
そ の 他 負 債
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 未 払 費 用
 給 付 補 塡 備 金
 未 払 法 人 税 等
 前 受 収 益
 払 戻 未 済 金
 払 戻 未 済 持 分
 職 員 預 り 金
 資 産 除 去 債 務
 そ の 他 の 負 債
賞 与 引 当 金
役 員 賞 与 引 当 金
役 員 退 職 慰 労 引 当 金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
債 務 保 証
負 債 の 部 合 計
　　 （ 純 資 産 の 部）　　 
出 資 金
 普 通 出 資 金
 そ の 他 の 出 資 金
利 益 剰 余 金
 利 益 準 備 金
 そ の 他 利 益 剰 余 金
  特 別 積 立 金
  当 期未処分剰余金
会 員 勘 定 合 計
その他有価証券評価差額金
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純 資 産 の 部 合 計

824,290
22,251
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3,052
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153
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320
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18
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240
18
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402
13
258
9
88
452

827,913

4,354
2,354
2,000
54,162
4,372
49,789
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△16,060
△16,060
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（令和8年3月31日現在） （単位：百万円） （単位：百万円）貸借対照表

（注）平成28年6月30日に協同組織金融機関の優先出資に関する法律（平成5年5月12日公布法律第44号）
　　　第15条第1項第1号の規定に基づき、発行済優先出資の全額を消却しております。
　　　優先出資の消却を受け、優先出資金20億円をその他の出資金に振り替えて計上しております。

（ ）
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第 97 期 決 算 状 況

当 期 未 処 分 剰 余 金

積 立 金 取 崩 額

 利益準備金限度超過取崩額

剰 余 金 処 分 額

 普通出資に対する配当金

繰 越 金（ 当 期 末 残 高 ）

経 常 収 益
 資 金 運 用 収 益
  貸 出 金 利 息
  預 け 金 利 息
  有価証券利息配当金
  その他の受入利息
 役 務 取 引 等 収 益
  受 入 為 替 手 数 料
  その他の役務収益
 そ の 他 業 務 収 益
  国債等債券償還益
  その他の業務収益
 そ の 他 経 常 収 益
  償 却 債 権 取 立 益
  株 式 等 売 却 益
  金銭の信託運用益
  その他の経常収益
経 常 費 用
 資 金 調 達 費 用
  預 金 利 息
  給付補塡備金繰入額
  借 用 金 利 息
  その他の支払利息
 役 務 取 引 等 費 用
  支 払 為 替 手 数 料
  その他の役務費用
 そ の 他 業 務 費 用
  その他の業務費用
 経 費
  人 件 費
  物 件 費
  税 金

科　　　　　目 金　　　  額 科　　　　　目 金　　　  額

科　　　　　目 金　　　  額

9,431,924
5,138,970
1,110,529
3,042,561
139,862

1,065,626
446,932
618,694
310,809

354
310,454
351,373
38,035
99,774
162,925
50,638

1,660,141
1,647,888
10,780
225
1,247

790,746
104,983
685,762
168,326
168,326

6,411,011
3,930,567
2,362,011
118,431

11,159,734

9,326,268

15,552,150,385

18,685,000

18,685,000

47,081,570

（年2％）　47,081,570

15,523,753,815

 そ の 他 経 常 費 用
  貸倒引当金繰入額
  貸 出 金 償 却
  株 式 等 償 却
  金銭の信託運用損
  その他の経常費用
経 常 利 益
特 別 利 益
 固 定 資 産 処 分 益
特 別 損 失
 固 定 資 産 処 分 損
 減 損 損 失
税 引 前 当 期 純 利 益
法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額
法 人 税 等 合 計
当 期 純 利 益
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ）
当 期 未 処 分 剰 余 金

296,042
82,533
43,452
10,427
72,714
86,914

5,054

21,967
17,824

488,113
15,091

1,833,465
5,054

39,792

1,798,727

503,204
1,295,522
14,256,627
15,552,150

（令和7年4月1日～令和8年3月31日） （単位：千円） （単位：千円）損益計算書

（令和7年4月1日～令和8年3月31日） （単位：円）剰余金処分

以上のとおりご報告いたします。　　　　　　　　　　令和8年6月12日
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業務に関する事項

役　員　一　覧 総代会・理事会に関する事項

７．　４．２４
７．　５．２７

７．　６．１３
７．　７．２９
７．　８．２８

７．１１．１２
７．１２．　９
８．　１．１６

８．　２．２４
８．　３．２６

「コンプライアンス・プログラム」一部改訂の件
第96期「業務報告、貸借対照表、損益計算書および
剰余金処分（案）並びにこれらの附属明細書」承認の
件、他8件
役付理事選任の件、他9件
理事関係信用供与枠更新の件、他4件
「個人情報保護宣言（プライバシーポリシー）」およ
び「特定個人情報取扱規程」一部改訂の件
令和7年度仮決算の件、他1件
理事と金庫間における取引等の承認の件、他2件
「処務規程」および「本部職務権限規程」一部改訂
の件
令和7年度決算予想の件、他5件
令和8年度内部監査実施計画の件、他8件

【理事会】

 7. 6.13 ⑴剰余金処分案承認の件
⑵総代候補者選考委員25名選任の件
⑶定款第15条に基づく会員の法定脱退の件
⑷理事の補充選任の件
⑸退任理事に対する退職慰労金贈呈の件

全国ビジネス企業年金基金との確定給付企業年
金（DB）にかかる顧客紹介業務開始
住宅ローン「ミライあんしんキャンペーン」の実施
福井県事業承継・引継ぎ支援センターより、「紹介
部門」「成約部門」の2部門で表彰
「ワイプラザグルメ館森田店」にセブン銀行との共
同ATMを新設
「おとくな定期預金」（第3弾）の発売
「しんきん預かり資産ナビ」の全店導入
「相続定期預金」の取扱い開始
「でんさいライト」の取扱い開始
「おとくな定期預金」（第4弾）、「創立100年
2030メモリアル」定期積金の発売
「ふくしん春の給与振込キャンペーン」の実施

当期中に次のとおり開催され、付議事項は原案どおり承認可決されました。
【総代会】

7.　4.11

7.　5.　1
7.　5.20

7.　5.24

7.　6.23
7.　8.　1
7.11.　4
7.11.17
7.12.　1

8.　3.23 総　代　会

会

　
　
　員

選
　任

選
　考

委
　嘱

総

　
　
　代

総
代
候
補
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（令和8年3月31日現在）

（員外監事）

【総代会】について
　信用金庫は会員お一人おひとりのご意見を尊重し経営に
反映させる協同組織金融機関です。したがって、会員は総会
を通じて当金庫の経営に参加することとなりますが、多数の
お客様により成り立っていることから、総会を開催して直接
お客様のご意見をお聞きすることは事実上困難です。そこ
で会員のご意見を適正に反映し充実した審議を行うため、
総会にかえて総代会制度を採用しております。
【総代の選任方法】
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ＳDGsの取組み 地域貢献活動などへの取組み

年金を受給されている方へのサービス

有益な情報提供活動・地域活性化へのサポート
●「ふくしん経営者研究会（FMS）」「ふくしん経済クラブ南越」
　「ＦＩＰ（福井・イノベーション・プラットフォーム）」の運営
●「鯖江市地域活性化プランコンテスト」「福井発！ビジネス
　プランコンテスト」への協賛・福井信用金庫賞の授与
●「新入社員セミナー」の開催
●税務・法律・年金に関する
　専門家によるふくしん無料
　相談会の毎月開催

【ふくしん経営者研究会】

振り込め詐欺等特殊詐欺未然防止活動
　特殊詐欺未然防止啓発
活動の実施や、当金庫が
独自に制定した「営業店
窓口における特殊詐欺防
止スキーム」の活用等、
振り込め詐欺等特殊詐欺
被害防止に向けて積極的
に取り組んでいます。

【織田支店での啓発活動】

社会貢献・文化支援活動
文化、スポーツ振興ならびに福祉活動、各種地域行事への積極的参加
●金融教育の実施
●公益財団法人ふくしん地域振興協力基金の運営
●コンサートへの協賛
●各種募金活動の実施
●営業店におけるロビー展
　の開催
●ふくい桜マラソン2026
　への協賛
●清掃ボランティア

【清掃ボランティア】

●定期性預金の金利優遇　　　　●ご融資の金利優遇
●年金・税務・法律の無料相談会　

その他の特典

　提携施設にて、会員証を施設利用時に提示することでさまざまな
優待サービスがうけられます。

プレミアムサービス

　「ふくしん年金友の会」会員の皆さまを対象に開催しているご招待
コンサートです。

ふれあいコンサート

　当金庫で、年金を受給されている方を「ふくしん年金友の会」会員と
させていただき、セカンドライフをより充実したものとしていただく
ため、以下のさまざまな優遇サービスを提供しております。

会員募集中

●温泉・旅行　　●映画・アミューズメント
●カルチャー・体験　　●ファッション
●グルメ　　●生活

　当金庫は、国連が掲げる持続可能な開発目標「ＳDGs」の目指す理念
に賛同し、持続可能な社会実現のため、下記の６つの目標を掲げて取り
組んでおります。

地域経済の
　活性化支援

文化の維持・
  継承に向けた支援

皆が活躍できる
　職場環境づくり

安心・安全な社会
　づくりへの支援

地域経済

地域環境

地域社会

環境負荷軽減に
　　　 向けた活動

・まちづくり事業への
参画

・観光誘致活動

・事業所の課題解決
支援

・外部協力団体の運営

・特殊詐欺防止啓発
活動

・金融教育活動

・地域行事への参加
・ふくしん文庫基金
・コンサートへの協賛

・ペットボトル回収運動
・清掃ボランティア

・女性活躍推進
・人材育成に向けた
取組み

まちの賑わい
　創出への支援 地域金融機関としての役割を

これまで以上に発揮し、
持続可能な社会の実現のために
取り組んでまいります。

Vision
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新規事業・課題解決などへの支援 トピックス

創業・新規事業への支援

令和7年度実績………85件／735百万円

　創業及び新規事業を開始する事業者の皆さまに対して、「ふくしん
創業支援資金」による資金面での支援や、創業等に係る事業計画書の
策定支援を行っております。

SDGs経営・脱炭素経営への支援

令和7年度実績………SDG s宣言策定　9件
………SDG s特別融資　2件

　事業者の皆さまのSDGｓへの取組みや脱炭素経営への支援を行って
おります。

補助金・税制等の申請支援

令和7年度中の申請実績 168件／270百万円
令和7年度中の採択実績 140件／287百万円

　販路拡大、設備導入、新規雇用などのお役に立つ各種補助金・助成金
情報を発信するとともに、申請から具体的な事業展開までの支援を
行っております。

【「しんきん預かり資産ナビ」の導入】

【福井県事業承継・引継ぎ支援センターより表彰】
事業者さまが抱える経営課題の
解決をサポートするため、当金庫は
外部連携機関等とも協力しながら積
極的な支援に取り組んでおります。
その一環として、事業承継問題に
関する取組みが評価され、令和７年５
月２０日、福井県事業承継・引継ぎ支
援センターより、「紹介部門」「成約部
門」の2部門で感謝状をいただきま
した。

【創立 100 周年に向けた定期積金商品の発売】
当金庫は2030年（令和12年）8月
に創立100周年を迎えます。
地域の皆さまにあらためて感謝の気
持ちを伝える商品として、特別金利
で、かつ個人（個人事業主含む）の方
には懸賞金付の「ふくしん創立100年 
2030メモリアル」定期積金（募集期
間：令和7年12月1日～令和8年3月31
日）を発売いたしました。
引き続き、創立１００周年に向けて
様々な記念商品を企画してまいります
ので、今後ともご愛顧の程よろしくお
願いいたします。

令和7年度実績
販路拡大・収益力強化 320件 ＤＸ支援 43件
不動産マッチング 51件 人材確保支援 148件
事業承継・M&Aへの支援 57件 その他 35件

本業支援（課題解決取組み支援）
　事業者の皆さまの経営課題解決に資するべく各種相談会のご案内、
外部機関との連携等による伴走支援を行っております。
　また、海外展開を検討する事業者の皆さまに対しても販路拡大や進
出等の支援を行っております。

お客さまへのより最適なご提案や
アフターフォローの充実などを目的
に、「しんきん預かり資産ナビ」を
導入いたしました。
本システムは、投資信託・保険商
品ご購入等のペーパーレス化や、お
客さまのライフスタイル・ニーズに
合わせた商品のご提案機能などを備
えております。
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工大前支店
和田中央支店
さくら支店
エルパ
国見出張所
中央市場
パリオ
福井総合病院
フレンドタウン福井
ベル
湊出張所

MEGAドン・キホーテ
UNY福井店

ワイプラザ

ワイプラザ
グルメ館松本店

ワッセ
ゲンキー福井二の宮店
ゲンキー福井南店
ＰＬＡＮＴ－３清水店
未来プラザふくしん

ワイプラザ
グルメ館森田店

松岡支店
吉
田
郡

鯖
江
市

鯖江営業部
神明支店
河和田支店
吉川支店
鯖江本町支店
アル・プラザ鯖江
ハ－ツさばえ
ハニー東陽店

パワーシティ鯖江
ワイプラザ

つつじの里さばえ
公立丹南病院
芝原支店
武生営業部
粟田部支店
神山支店
アル・プラザ武生
シピィ
武生楽市
ハーツたけふ
あわら支店
あわら温泉出張所
丸岡営業部
横地支店
三国営業部
坂井支店
春江中央支店
イ－ザ
坂井市役所
ピアゴ丸岡店
春江病院
バロー丸岡店
織田支店
朝日支店
ヤマキシ朝日店

池田支店

越
前
市

坂
井
市

丹
生
郡

あ
わ
ら
市

今
立
郡

設置場所 お
引
出

地
域

お
預
入

お
振
込

ご
記
帳

通
帳
繰
越

セ
ブ
ン
銀
行
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銀
行

　・　は、通帳でのお取引ができます。但し、お引出の場合は、必ずカードが必要です。
　は、硬貨取扱が出来ます。但し、土・日・祝日はお取扱いできません。
　は、カードによるお取引のみです。但し、法人カードはご利用いただけません。
　は、現金でのお振込みは10万円までとなっております。なお、土・日・祝日は現金によるお取扱いはできません。
　は、カードによるお振込みのみとなっております。　　　　　は、通帳繰越機能付ATMを設置しています。
　は、セブン銀行との共同ATMです。 　　　　当金庫のATMは、すべて視覚障がい者対応となっております。

福井市田原2丁目3番1号
TEL.0776-22-5400（代） 福井信金 検 索

と も に 未 来 へ

令和8年6月1日現在


